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15.食事摂取ナトリウム量変化の血小板凝集能に及ぼ
す影響
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浜崎智仁 (国立佐倉)
佐二木順子 (千葉県衛生研究所)
四栓疾患の進展に重要な役割を果す血小板凝集能が食
事摂取ナトリウム量によりどのように影響されるかを調
べた。 5W齢の WR(ウイスターラット)と SHR(自
然発症高血圧ラット)を夫々 3群に分け，第 1群には高
ナトリウム食，第 2群には正ナトリウム食，第 3群には
低ナトリウム食を10週間投与し，前， 2週， 5週， 10週
後の血小板凝集能を ADP凝集で調べた所，各週齢に於
て，高 Na群で凝集尤進，低 Na群で抑制が認められ
た。 
16.糖尿病性自律神経症について
 
-Heart Rate Variationによる検討一
 
17. Sarcoidosisと血清アンジオテンシン転換酵素 
(ACE)活性について 
18. PNHの1症例について
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我々は，易疲労感で発症し，尿中へモジデリン陽性で
溶血性貧血を示し， HAM試験， Sugar-Water試験，イ
ヌリン試験陽性， NAPスコアー低値，アセチノレコリン
エステラーゼ低値，血清鉄値低値と典型的な PNHの一
例を経験した。またこの症例においては，笹光眼底検査
において microaneurysma様の所見がみられた。 PNH
は主な合併症として，出血と感染，血栓症が言われてい
るが，この特異な眼底所見が， microthrombusによる可
能性もあると考えている。 
19.著明な顔面皮下出血で発症し， 15時間の経過で死
亡した DIC1の 1例
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症例は59歳男性でカゼ薬(コンタック)を服用し，そ
の24時間後に著明な皮下出血で発症し15時間の経過で死
亡した DICである。病理学的所見で全身出血傾向が存
在し，扇桃に細胞反応の乏しい壊死性炎症がみられるこ
と，肝の辺縁部を主とした肝細胞壊死が認められること
により，カゼ薬による薬剤アレノレギーによって誘発され
た DICがもっとも疑われる。 
20. L-Asparaginaseを使用した急性白血病の 1症例
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症例:15歳女性。左側腹痛を主訴に受診し骨髄像で芽
球が96%を占め急性白血病と診断。 DCMP療法で完全
寛解に達したが約 3カ月後再燃し再び DCMP療法おこ
なうも寛解に達せず。 CDMOP療法3回， ACM 20mg/ 
毎日を20日間投与にも反応弱く， L-Asparaginase中心
の併用療法実施。 1回目骨髄像で有核細胞数 370，000/ 
mln3から7，300/mm3に芽球82%から1.2%に減少するも
寛解に至らず。副作用では肝障害，糖尿病が発現した。 
21.肝およびトルコ鞍部に浸潤を示した悪性リンパ腫
の1剖検例
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症例は46歳女性。発熱，意識障害を主訴に56年 9月25
日入院。表在リンパ節腫脹なく，意識傾眠，海綿静脈洞
症候群，頭蓋X線上トノレコ鞍破壊，腹部エコー上肝内腫
癒を認めた。 10月 3日死亡。剖検にて肝左葉と尾状葉に
巨大な腫癌， トルコ鞍部にクノレミ大J重癌形成をみた。肝
門部リンパ節が母指頭大に数コ腫大し，縦隔j同，腸間膜
リンパ節の軽度腫大をみた。組織所見は ML，lympho-
cytic，poorly d妊ierentiated，diffuse typeであった。
